
岩体が鉱床のすぐ近くに露出している点も注目される.

鉱山の南側海抜4600m附近にはエル･インディオと

ほぼ同時期に生成したとみられる自然硫黄の鉱床がある

という･この地域では地形カミ急峻なために一つの

鉱化作用の上下断面がいろいろな形で現われているのか

もしれない.この地域の火成活動と鉱化作用について

より詳細枝研究結果が公表されることを期待したい.
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写真7金鉱石の一例.

主に石英からなり微粒(5～10μ)の金を含む.

暗色部は硫砒銅鉱.5ペソ硬貨は直径19mm.

㎜地学と切手

中国地質学会成立60周年切手

��

中華人民共和国の地質学会は1922年に創立されたが昨年60周年を迎え外国人を招待し

て盛大な記念事業をおこなった.その一環として“郵政省"は金属鉱物4種60周年記念

切手ユ種を発売している･鉱物は中国の特産品からえらばれいずれもチタン鉄鉱系花開

岩帯に特徴的に産出するものである.まず世界的に最も著名なタングステン資源から鉄

マンガン重石([Fe,MnコWO｡)がえらばれた｡これは石英と共存する白形結晶でこれは

華南の鉱脈鉱床の晶河陸部分から産出したものであろう(20分は約30円).

辰砂(且gS)輝安鉱(Sb.S｡)石黄(As.S｡)も中国では華南を中心に多産する.輝安

鉱は日本の市之川産の美晶には及ばないが石黄は美事なものである.なお石黄はかつて

雄黄とも呼ばれたが雄黄は中国では鶏冠石(AsS)を意味するので混乱をさける意味で

用いない方がよい.�


